
 

笑顔あふれる学校を目指して 

緑が目に鮮やかな季節となり、新芽が勢いよく天に向かって伸びています。 
新年度がスタートして３週間余りが経ちました。１年生の朝のあいさつの声もだんだん大きくな

り、進んでできるようになって、朝から嬉しくなります。子どもたちは、朝休みから運動場でドッジ
ボール、サッカー、鬼ごっこなど、集団遊びが盛んです。また、高学年は、委員会の仕事に責任をも
って取り組んでいます。全校皆、新芽に負けないエネルギーです。個々のよさを大いに発揮して伸び

て欲しいです。 
４月24日(日)には授業参観・PTA総会・６年修学旅行説明会を予定しておりましたが、本校での新

型コロナウイルス感染者の増加に伴い、残念ながら中止あるいは延期とさせていただきました。保護
者の皆様には、新学期のスタートに当たりお子様の様子を参観する機会を大変楽しみにされていたこ
ととは存じますが、状況をご理解いただきましたこと誠にありがとうございます。 
４月は、「火災時の避難訓練」や「一年生を迎える会」に取り組みました。新年度初めての避難訓

練は、皆が真剣に、静かに取り組めたことや心温まる「1 年生を迎える会」へ向けて、各学年が団結
して、自分たちの役割を果たそうとコロナに気を付けながら練習に臨んだことなど、これからも何事
にも「真剣に臨む姿」、「活き活きと発表する姿」や「心を合わせる姿」を大切に育てていきたいで
す。また、かかわりを大切にした教育活動を展開していきます。 
さて、現在ゴールデンウィーク真っ只中です。それぞれに楽し 

く過ごされていることと思いますが、まずは“安全”に十分ご 
留意いただくようお願いいたします。新型コロナウイルス感染 
防止に努めていただきたいのはもちろんですが、この時期気候 
もよく、子どもたちの行動範囲が広がり、気持ちも開放的にな 
りがちです。特に、自転車による事故には十分に注意が必要で 
す。見通しのきかない道から車道への飛び出しや急な進路変更、 
無理な横断などは大事故につながる危険があります。また、自 

転車が加害者になるケースもありますので、学校でも指導しま 
したが、ご家庭においても再度の注意喚起をお願いいたします。 
じっくり充電できるお休みになりますように。 
 ５月も笑顔あふれる学校を目指していきます。 
           校長 亀井 敬介  教職員一同  
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中筋小学校だより 
校訓 ～ 強い身體 正しい心 ～ 

「真
玉 

白
玉
」  

少
し
ス
ペ
ー
ス
を
い
た
だ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
生

活
の
中
で
の
様
子
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
雑

感
を
加
え
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
素
敵
な
姿
が
見
え

る
コ
ー
ナ
ー
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 ☆ 

健
気
で
優
し
い
子
ど
も
た
ち 

 
 

毎
朝
、
登
校
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち
を
通
用
門
や 

 

 

七
日
市
の
点
滅
信
号
で
出
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中 

 

で
、
登
校
班
長
の
姿
が
と
て
も
素
敵
で
す
。
横
断
歩 

 

道
で
車
道
側
の
信
号
が
赤
信
号
に
な
り
、
車
が
止
ま 

 

る
の
は
当
然
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
班
員
を
渡
ら
せ 

 

終
え
た
班
長
さ
ん
は
、
赤
信
号
で
止
ま
っ
て
い
る
車 

 

に
向
か
っ
て
、
お
礼
を
伝
え
る
お
辞
儀
を
す
る
子
が 

 

多
い
で
す
。
渡
ら
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
思
い
か
ら 

 

素
直
な
気
持
ち
を
行
動
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
高 

 

学
年
が
い
て
く
れ
る
か
ら
、
中
筋
小
学
校
が
素
敵
な 

 

学
校
で
い
ら
れ
る
の
だ
な
と
実
感
さ
せ
ら
れ
る
場 

 

面
で
す
。 

☆ 

一
人
立
ち
に
向
け
て 

一
年
生
も
す
っ
か
り
学
校
生
活
に
慣
れ
、
生
き
生

き
と
勉
強
に
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
も
ち
ろ
ん
一
年
生
自
身
の
頑
張
り
が
大
き
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
陰
で
支
え
て
く
れ
た
六
年
生
の
力

も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

朝
休
み
に
自
分
の
準
備
を
済
ま
せ
て
、
一
年
生
の

教
室
に
行
き
、
朝
の
準
備
を
し
て
い
る
一
年
生
を
手

伝
い
ま
す
。
準
備
が
済
ん
だ
一
年
生
に
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
し
て
く
れ
る
子
も
い
ま
す
。
み
ん
な
一
年

生
が
か
わ
い
く
て
仕
方
が
な
い
様
子
で
接
し
て
い

る
の
で
す
が
、
か
わ
い
い
か
ら
と
言
っ
て
、
な
ん
で

も
か
ん
で
も
や
っ
て
あ
げ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
。
そ
こ
に
は
「
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
思
い
が
き
ち
ん
と
優
先
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
年
生
は
き
っ
と
こ
ん
な
六
年
生
に
な

り
た
い
と
『
憧
れ
の
ま
な
ざ
し
』
で
六
年
生
を
見
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

１年生を迎える会より 
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